
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H31 年に牛の対象月齢が、現行の 96 か月齢以上に引き上げられたため、検査対象頭数の減

少を背景とした検査資材の値上げ等により、令和３年４月１日より１頭あたりの死亡牛ＢＳＥ

検査手数料は 7,400円になっています。なお、国事業（委託先：長野県畜産会）である「牛

疾病検査円滑化推進対策事業」により、牛所有者に支払われる補助金の上限額は同額（7,400

円）となりますので、実質的な負担は生じません。ご理解ご協力をよろしくお願い致します。 
 

 

 

 

４か月間の公共牧場と自家育成のコスト（飼育費※１・放牧料※２）の比較 

区  分 コスト(４か月間) 

舎飼い 
乳用牛育成（12～20 か月齢） 飼育費 約 96,000 円 

繁殖用和牛育成（16～24 か月齢） 〃  約 92,000 円 

放 牧 管内 A 牧場（一例） 放牧料 約 35,000 円 

※１：「家畜棚卸みなし評価表（令和２年 12 月；JA 長野中央会）」を参考 

※２：放牧料；１日あたり 280 円、入牧料：1,000 円/頭として算出 

放牧前の２～４週間程度は、徐々に、昼夜にわたり運動場に放し、青草を食べ

させる等の予備放牧をお願いします。 

 

長野県伊那家畜保健衛生所 
TEL：0265-72-2782, 090-5444-0970 
Fax：0265-72-2765 
E-mail：inakachiku@pref.nagano.lg.jp 
所在地：伊那市西町 5764 
伊那諏訪家畜畜産物衛生指導協会 
TEL&FAX: 0265-76-8086 
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バルク乳検査を実施します 

今年も、年２回バルク乳検査を実施します。 

この検査により、伝染性乳房炎の有無、搾乳衛生の状

態、BVDウイルス感染牛の有無等を推察できます。 

第１回目を６月に実施します。サンプル採取の日程

は、改めて通知しますので、ご協力をお願いします。 

公共牧場で低コスト育成が可能です 

＜1回目の採材日程＞ 

採材日 地域 

６月１日 諏訪地域 

６月１５・２１日 上伊那地域 

６月２２・２８日 〃 

 

令和３年４月１日より死亡牛 BSE検査手数料は

7,400円になっています！ 

 補助単価の上限額も同額（7,400円）なので 

牛所有者における実質的な負担はありません。 


